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　サカキ輪紋葉枯病に対する11種殺菌剤の防除効果を2003～2005年の３年間調査した。供試薬剤のうちベノ

ミル剤の薬効が最も高く，ついで塩基性硫酸銅剤を含む４種薬剤の薬効が高かった。マンゼブ剤を含む４種

薬剤の薬効は低かった。メパニピリム系剤を含む２種薬剤には薬効は認めなかった。ベノミル剤の散布後，

病斑の拡大と病斑上の繁殖体の新たな形成は認められなかったことから，本剤は本病に対して治療効果を有

していると考えられた。2003年と2004年は本病が少～中程度蔓延した状態で散布を開始したが，各薬剤の薬

効は概して低かった。これに対して，2005年は第1次伝染前の５月下旬から散布した結果，いずれの薬剤も高

い薬効を示した。これらのことから，本病を効果的に防除するには本病の第１次伝染が始まる５月下旬頃ま

でに散布を開始することが好ましいと考えられた。
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Ⅰ　はじめに

　島根県西部の数か所では，切枝用のサカキの栽培が行

われている。このうち津和野町の１集落では1989年から

14戸の農家が栽培に取り組み，栽培面積は計８haに及ん

でいる。しかし，2001年以来これら栽培園で葉枯性の病

害である輪紋葉枯病（病原菌：Haradamyces sp.）が激

発し問題となっている。本病が発生すると，葉が落葉し，

また当年伸長した枝が枯死することもあるため，収穫で

きる枝葉が著しく減少する１）。しかし，本病に有効な薬

剤とその施用法は明らかでないため，生産者は本病の防

除に苦慮している。また，平成15年３月に農薬取締法が

改正され，農薬の適用外使用が厳しく規制された。しか

し、本病に適用のある農薬はなく，その適用拡大が求め

られた。そこで，本病の防除に有効な薬剤を明らかにし，

また有効な薬剤については適用拡大に必要なデータを得

るため，2003～2005年に島根県津和野町のサカキ栽培園

において,11種類殺菌剤の散布効果を調査した。

　なお,本研究は「先端技術を活用した農林水産研究高

度化事業」の「緑化樹等の樹木病害に対する防除農薬の

効率的適用化に関する研究」（2003～2006年）で取り組

んだものである。

Ⅱ　試験方法

　島根県津和野町商人の切枝用栽培園２か所（調査園A

およびB）において，2003年９～11月，2004年５～11月

および2005年５～８月の３か年にわたって試験を行っ

た。調査園Aは面積10aで，2003年時に樹齢７年生，樹高

2.3ｍであった。調査園Bは面積３aで，同年に樹齢７年

生，樹高2.2ｍであった。各薬剤区と無処理区に対する

供試本数は，2003年の試験では調査園A で２本，調査園

B で２本，計４本とした。2004年は調査園A で３本とし

た。2005年は調査園B で３本とした。
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　供試薬剤は本病に有効と推定される塩基性硫酸銅剤，

マンゼブ剤，チオファネートメチル剤など計11種を供試

した（表１）。これら薬剤のうち2003年は４種，2004年

は10種，2005年は５種を供試した。これら薬剤を有効と

推定される濃度に希釈し散布した。薬液には湿展性点着

剤（特製リノー）を１％で添加した。薬剤散布液は薬液

が葉からしたたる量，すなわち１樹あたり約1500mlを手

動式噴霧器を用いて散布した。

　各調査年における薬剤の散布時期と間隔（図１）は

2003年では９月２日から17日まで約１週間隔で計３回，

2004年には６月８日から９月21日まで計４回，2005年に

は５月27日から７月20日まで計４回とした。

　薬効調査は１樹あたり中～下位の５枝を選定し，各枝

の約50枚を調査葉に設定した。各調査日に発病葉数を調

査し，調査木ごとに次式で発病葉率（％）を算出した。

発病葉率（％）＝（累積発病葉数/全調査葉数）×100。

そして，各薬剤区の調査木（３～４本）の平均発病葉率

を算出し，これを各薬剤区の発病率（％）とした。各薬

剤区の発病率の推移を無処理区と比較した。また，各薬

剤の薬効を無処理区と比較する指標として防除価を設定

し，次式によって算出した。防除価＝100(a-b)/a。ここ

で,a：無処理区発病率,b：各薬剤区発病率。

　調査日間で発病し落葉した葉は発病葉数に含まれなく

なり，発病率は過小評価される。このことを考慮して，

最終調査日に各枝に残存した健全葉数についても調査

し，試験開始日の健全葉数と比較した。

Ⅲ　結果と考察

１．2003年　

　図２に2003年の各薬剤区の発病率の推移を示す。初回

散布日の９月１日に本病の発生を中～下位の枝の葉で多

数認めた。これら発病葉を除去したのち散布を開始した。

調査期間中，無処理区の発病率は漸増し，最終散布日の

約２週間後の10月２日には約13％に達した。これに対し，

塩基性硫酸銅剤とチオファネートメチル剤では10月２日

には発病率３と５％で薬効を認めた。アゾキシストロビ

ン剤は発病率７％で効果はやや不十分であった。イミノ

クタジン酢酸塩・ポリオキシン混合剤では発病率16％で

無処理区より高く，薬効は認めなかった。

表１　供試薬剤

図１　各調査年の薬剤散布スケジュール
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　図３に各薬剤区の健全葉数を示す。無処理区では11月

５日には健全葉数は41％と著しく減少した。これに対し，

塩基性硫酸銅剤とチオファネートメチル剤では89％に減

じるに留まった。イミノクタジン酢酸塩・ポリオキシン

混合剤では54％と著しく減少した。なお，当年葉より前

年葉の減少率が無処理区・各薬剤区ともに大きかった。

この傾向は2004年と2005年でも同様であった。

２．2004年　

　図４に2004年の各薬剤区の発病率の推移を示す（図で

図２　各薬剤区の発病率の推移

（2003年）
図４　各薬剤区の発病率の推移

（2004年）

図３　各薬剤区の健全葉数(2003年）

図５　各薬剤区の健全葉数(2004年）
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は供試した10薬剤のうち５薬剤の結果を示す）。５月21

日，本病の発生を少数の調査木で少数の葉に認めた。初

回散布日の６月８日では，約３割の調査木で少数の葉に

発生を認めた。無処理区では６月29日に発病を確認し，

７月12日には発病率11％，10月７日には37％に達した。

これに対し，塩基性硫酸銅剤を含む４薬剤では７月12日

に発病率０～0.8％，10月７日に2.7～18.7％と無処理区

より低率に留まり薬効を認めた。アゾキシストロビン剤

は７月12日に発病率11.3％，10月７日に41.7％に達し，

無処理区との差は小さく薬効は不十分であった。

　ベノミル剤を散布した場合，散布２週間後には通常の

褐色の病斑が黄土色に変色していた。また，病斑上には

新たな繁殖体（propagule）の形成は認めなかった。ベ

ノミル剤は一般的に浸透し，治療効果を有することが知

られている２）。ベノミル剤はサカキ葉に浸透し，本病菌

を殺菌する効果を有していると考えられた。ベノミル剤

を除く薬剤では同様の病斑の変色は認められず，散布後

でも新たな繁殖体の形成が認められた。

　図５に各薬剤区の健全葉数を示す（５薬剤の結果のみ

示す）。無処理区の健全葉数は８月27日に47％，11月10

日に15％と著しく減少した。とくに前年葉は０％となっ

た。これに対し，塩基性硫酸銅剤を含む４薬剤は８月27

日に79～107％，11月10日に60～85％と減じるに留まっ

た。アゾキシストロビン剤は８月27日に84％，11月10日

に33％と減じた。

３．2005年　

　図６に2005年の各薬剤区の発病率の推移を示す。５月

27日から薬剤散布を開始したが，本病の発生は７月１日

まで認めなかった。すなわち，2005年では第１次伝染の

始まる前から散布を開始した。無処理区では７月20日以

降，発病を認め，最終散布日の約２週間後の８月２日に

発病率は20％に達した。これに対して，各薬剤区では８

月２日に発病率0～1.9％，防除価91～100といずれも顕

著な薬効を示した。とくに，塩基性硫酸銅剤，チオファ

ネートメチル剤およびベノミル剤では発病率０％で発病

を認めなかった。

　図７に各薬剤区の健全葉数を示す。無処理区では８月

１日に57％と著しく減少した。これに対して，塩基性硫

酸銅剤，チオファネートメチル剤およびベノミル剤では

健全葉数は102～110％に増加した。アゾキシストロビン

剤とフルジオキソニル剤では健全葉数は96～99％と僅か

に減少するに留まった。

図６　各薬剤区の発病率の推移

（2005年）

図７　各薬剤区の健全葉数(2005年）
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キシン混合剤の５薬剤を供試して，塩基性硫酸銅剤，チ

オファネートメチル剤およびベノミル剤の薬効が高かっ

たことを示している。村本ら４）はハマヒサカキ輪紋葉

枯病に対して塩基性塩化銅剤，マンネブ剤およびベノミ

ル剤を供試して，３種とも薬効を示し，とくにベノミル

剤が優れた防除効果を示したと述べている。これらの既

往の報告は本調査結果と同様の傾向で，とくにベノミル

剤は樹種が異なっても輪紋葉枯病に対して有効であると

考えられる。

　2003年と2004年では各薬剤の防除効果は不充分で，散

布を開始した９月１日と６月８日にはすでに本病が発生

していた。 2005年では各薬剤の防除効果は著しく高く，

試験を開始した５月27日は本病の発生を認めず，第１次

伝染の前であった。したがって，すでに発病した段階で

散布した場合は，各薬剤の効果は不十分であるが，第１

次伝染の始まる前に薬剤散布を開始すれば本病を効果的

に防除できると考えられる。

　なお，本試験を含む共同研究の成果により， Zボルドー

（塩基性硫酸銅剤），トップジンM水和剤（チオファネー

トメチル水和剤），ベンレート水和剤（ベノミル水和剤）

４．３年間の総合評価

　表２に３年間の各薬剤の防除価を示す。ベノミル剤は

防除価93～100で最も高い薬効を示した。ついで，塩基

性硫酸銅剤が61～100，チオファネートメチル剤が49～

100，イプロジオン剤が65，フルジオキソニル剤が63～

98と高い薬効を示した。マンゼブ剤，アゾキシストロビ

ン剤，クレソキシムメチル系剤およびジエトフェンカル

ブ剤・チオファネートメチル混合剤は防除価13～ -12で

効果は不十分であった。メパニピリム系剤とイミノクタ

ジン酢酸塩・ポリオキシン混合剤は防除価-96～ -18で

薬効は認めなかった。これらの結果から，サカキ輪紋葉

枯病に対する防除薬剤として11種供試薬剤のうちベノミ

ル剤が有効であることが示された。また本剤は2004年の

観察結果から治療的効果も有していると考えられた。つ

いで塩基性硫酸銅剤，チオファネートメチル剤，イプロ

ジオン剤およびフルジオキソニル剤が効果であることが

示された。

　黒木・岩切３）はサザンカ輪紋葉枯病に対して塩基性

硫酸銅剤，チオファネートメチル剤，ベノミル剤，アゾ

キシストロビン剤およびイミノクタジン酢酸塩・ポリオ

表２　各調査年における各種薬剤の防除価
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が本病の防除薬剤として2009年以降適用拡大されてい

る。
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ＡＢＳＴＲＡＣＴ

　The effect of 11 fungicides on zonate leaf blight disease of Calera japonica was investigated for 3 years, from 2003 to 2005. 

Among these fungicides, benomyl was the most effective against the disease. Secondly, another 4 fungicides including basic copper 

sulfate were effective. Another 4 fungicides including manzeb were less effective. The other 2 fungicides including mepanipyrim 

had no effect. In the case of spraying benomyl, no expand of lesions and no propagule newly generating on the lesions were 

observed. These results show that benomyl has a curative effect on the disease. In 2003 and 2004, fungicides were sprayed in 

the condition the disease had spread few or middle, and had less effect. In contrast, in 2005 fungicides were sprayed before early 

June in which the primary infection of the disease started, and had greater effect. Therefore, spraying fungicide before the primary 

infection is more effective than after that.

Keywords: Haradamyces, benomyl, propagule, zonate, leaf blight disease, Calera japonica


